




緒言 

妊娠中の糖代謝異常は母児への影響が甚大でかつ高率であることや,さらに妊娠の糖代謝

異常に及ぼす影響が母体予後を左右するために,産科管理上の重要課題の一つである。欧米

においては,糖尿病研究の歴史も古く,産科の分野における検討も進んでいるが,本邦にお

いては症例数も少く,その実態の認識,把握ともに不充分である。 

以上の現状に鑑み,妊娠と糖質代謝異常との関連は,その診断,糖調節管理,産科管理上の問

題点など,わが国に則した各種の検討が急がれるところである。 

今回は,妊娠と糖代謝異常に関する検討のうち,診断基準と糖尿病妊婦の代謝調節基準につ

いてこれ迄に加えた検討結果を報告する。 


